


日本ヨガ連盟の人材育成のロードマップはご覧の通りとなっております
ここでは概略の説明となり、詳細は順を追って説明していきます



認定資格は「認定NPO法人日本ヨガ連盟認定ヨガインストラクター」となります
これまでの区分は廃止され1つに統合されます
ただし新カリキュラムの履修者と未履修者が発生することから2つに区分します
新資格認定を受ける方と受けない方で内部的な名称を区分し
デジタルバッジの色も異なる形で発行することとなります



まずはロコモケアメイトの認定を受けているか否かにより判定します
認定を受けていない方は、10月スタートの養成講座で介護予防ヨガのカリキュラムを再
受講す必要があります
認定のある方は、6/20、7/3の研修を受講するか10月スタートの養成講座で再受講や
追加受講を受ける必要があります
すべての要件を満たすと新資格に認定されます
いずれも受講しない、いずれか受講していない方は新資格には認定されないこととなり
ます



また、オプション講座を修了された方には、それぞれ記載された名称の資格認定がさ
れ、デジタルバッジが発行されます



認定証は従来の紙からデジタルバッジに変更します
資格を取得、更新した年度を記載が記載されます
なお、バッジの数による資格更新料の差はないものとします

会員証の発行は2021年度をもって終了させていただきます
デジタルバッジは専用サイトよりダウンロードしていただき
ご自分のホームぺージやSNS、名刺などで使用することが可能となります



認定資格の更新要件が新設しされます

現段階で検討されている内容はご覧の通りとなります。
会員の種別に関わらず、毎年更新の手続きが必要となり条件を満たす必要があります


